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平成２２年３月 全国百貨店売上高概況 

平成２２年４月１９日 
Ⅰ．概 況  

 
１．売上高総額        ５,４３６億円余 
２．前年同月比     －３.５％（店舗数調整後／２５か月連続マイナス） 
３．調査対象百貨店   ８５社 ２６８店 （平成２２年２月対比－１店） 
４．総店舗面積     ６,５９４,０１０㎡ （前年同月比：－２.２％） 

５．総従業員数     ９６,５９６人 （前年同月比：－２.９％） 

６．３か月移動平均値  8-10 月 －９.１％、9-11 月 －１０.２％、10-12 月 －８.８％、 
             11-1 月 －７.４％、12-2 月 －５.４％、1-3 月 －４.９％ 

 
  ［参考］平成 21 年 3 月の売上高増減率は－１３.１％（店舗数調整後） 

 
【３月売上の特徴】 

   ２５か月連続の前年同月比マイナスであるが、減少率は前月（２月／－５.４％）と比べ１.９％ 

改善した。また、トレンドを示す３か月移動平均値も４期連続で水準を戻してきている。 
３月は、下旬の厳しい冷え込みで春物商材に若干の影響が出たものの、基調的には主力の

衣料品や宝飾品・輸入雑貨などの高額品が動き始めており、各種催事の好調さにも支えられ

て店頭には活気が出てきた。デフレによる単価の下落傾向は続いているものの、企業収益改

善を背景とした株価の回復から、特に富裕層の消費マインドに明るさが見られ、緩やかでは

あるが着実に持ち直しの傾向が続いている。 

 具体的な動向としては、外商など非店頭売上が伸び悩んだことや、前年比較で日曜日が１

日減であったことなどマイナス要素がある一方、ブライダルや新生活需要を背景に家庭用品

が２８カ月ぶりに前年比プラスとなったこと、ホワイトデー商戦がバレンタイン同様に堅調

であったこと、増床・リニューアルを実施した店舗が売上を大きく伸ばしたこと、物産展等

の商品催事や文化催事が好評で集客に寄与したこと等のプラス要素が報告されている。 

 

【要 因】 

    (1) 天 候 ： 気象庁発表「３月の天候」の特徴は以下のとおり（一部抜粋） 

    ◇ 上旬は本州付近を次々と低気圧が通り天気がぐずついたほか、中旬以降も数日おきに低気圧が本州付近を通過

し、平年に比べ曇りや雨又は雪の日が多かった。月末は強い寒気が流れ込み全国的に顕著な低温となった。 

(2) 営業日数増減    ３０.８日（前年同月比－０.１日） 

  (3) 土･日･祝日の合計     ９日（    〃    －１日／日曜・１日減） 
  (4) 入店客数増減（回答店舗数で見る傾向値／前年同月比） 
     ①増加した：２８店、②変化なし：３５店、③減少した：７３店、④不明：４７店 
  (5) ３月歳時記（ひな祭り、彼岸、ホワイトデー、卒業・入学、新社会人）の売上（同上） 
     ①増加した：１２店、②変化なし：５０店、③減少した：３６店、④不明：８５店 

(6) 翌月売上見通し（回答店舗数で見る傾向値） 
     ①増加する：１０店、②変化なし：７６店、③減少する：４１店、④不明：５６店 
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地　　　区 売上高(千円) 構成比（％）

 全 国 543,638,610 100.0 -3.5 (  -5.1)
10都市 344,205,795 63.3 -3.7 (  -5.5)
札幌 13,659,532 2.5 -4.1 (  -10.2)
仙台 7,165,245 1.3 -4.8

東京 131,874,608 24.3 -5.1 (  -7.3)
横浜 30,555,461 5.6 0.1

名古屋 33,447,746 6.2 -2.9

京都 21,510,245 4.0 -4.5

大阪 64,849,330 11.9 -2.2 (  -5.6)
神戸 14,665,922 2.7 -2.8

広島 12,327,382 2.3 -4.3

福岡 14,150,324 2.6 -5.7

10都市以外の地区 199,432,815 36.7 -3.2 (  -4.5)
北海道 3,507,969 0.6 7.6 (  -20.4)
東北 11,955,727 2.2 -4.1

関東 99,002,607 18.2 -1.8

中部 14,877,794 2.7 -4.6 (  -6.7)
近畿 17,725,515 3.3 -3.1

中国 12,891,046 2.4 -5.8

四国 10,192,121 1.9 -6.8

九州 29,280,036 5.4 -5.8 (  -9.7)

商　品　別 売上高(千円) 構成比（％）

総　　　　　　　額 543,638,610 100.0 -3.5 (  -5.1)
紳士服・洋品 34,245,518 6.3 -5.5 (  -7.0)
婦人服・洋品 129,521,700 23.8 -5.2 (  -6.9)
子供服・洋品 23,000,870 4.2 -3.1 (  -3.9)
その他衣料品 15,148,890 2.8 -4.2 (  -5.8)
衣　　料　　品 201,916,978 37.1 -5.0 (  -6.5)
身のまわり品 68,275,818 12.6 -3.3 (  -5.8)

化粧品 29,201,036 5.4 -3.5 (  -4.6)
美術・宝飾・貴金属 23,831,482 4.4 -1.0 (  -4.4)

その他雑貨 23,748,235 4.4 -5.0 (  -7.6)
雑　　　　　　貨 76,780,753 14.1 -3.2 (  -5.5)

家　　具 7,533,982 1.4 -5.4 (  -6.9)
家　　電 1,974,156 0.4 3.5 (  2.7)

その他家庭用品 19,219,734 3.5 3.2 (  1.7)
家　庭　　用　品 28,727,872 5.3 0.9 (  -0.6)
生　鮮　食　品 28,571,624 5.3 -2.6 (  -3.3)

　菓　　子　 42,325,246 7.8 -2.1 (  -3.0)
　惣　　菜　 28,934,521 5.3 -3.4 (  -4.1)

その他食料品 36,624,606 6.7 -0.7 (  -2.3)
食　　　料　　　品 136,455,997 25.1 -2.1 (  -3.1)
食　堂　　喫　茶 15,104,483 2.8 -6.4 (  -7.7)
サ　ー　　ビ　ス 5,888,949 1.1 -10.5 (  -11.7)
そ　　の　　他 10,487,760 1.9 -1.4 (  -1.8)

商　　　品　　　券 21,732,409 4.0 11.4 (  10.3)

第１表　　地区別売上高
※店舗数調整後　（　）が調整前

第２表　　商品別売上高

注)　構成比は計算処理上必ずしも100％にはなりません。商品券は総額に含まれません。また、商品券の構成比は、
   総額に対する比率です。本統計には消費税は含まれておりません。

全国百貨店　売上高速報 2010年03月

対前年増減(-)率　(%)
※

　対前年増減(-)率　(%)
※
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Ⅱ．地区別の動き  

 
  １．１０都市売上動向       －３.７％（店舗数調整後／２５か月連続マイナス） 

  ２．１０都市以外の地区売上動向  －３.２％（   〃   ／３３か月連続マイナス） 

 
 
 
【地区別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 
地区 売上前年比 寄与度 トレンド 

１０都市 －３.７ －２.４ ２５か月連続マイナス 

札 幌 －４.１ －０.１ ２か月ぶりマイナス 

仙 台 －４.８ －０.１ ２３か月連続マイナス 

東 京 －５.１ －１.３ ２５か月連続マイナス 

横 浜 ０.１  ０.０ ２０か月ぶりプラス 

名古屋 －２.９ －０.２ ２８か月連続マイナス 

京 都 －４.５ －０.２ １９か月連続マイナス 

大 阪 －２.２ －０.３ ２５か月連続マイナス 

神 戸 －２.８ －０.１ ３か月連続マイナス 

広 島 －４.３ －０.１ ２５か月連続マイナス 

福 岡 －５.７ －０.２ ２０か月連続マイナス 

10 都市以外の地区 －３.２ －１.２ ３３か月連続マイナス 

北海道 ７.６  ０.０ １０か月連続プラス＊ 

東 北 －４.１ －０.１ ２４か月連続マイナス＊  

関 東 －１.８ －０.３ ３３か月連続マイナス 

中 部 －４.６ －０.１ ２４か月連続マイナス 

近 畿 －３.１ －０.１ ２４か月連続マイナス 

中 国 －５.８ －０.１ ２２か月連続マイナス＊ 

四 国 －６.８ －０.１ ３３か月連続マイナス 

九 州 －５.８ －０.３ ３１か月連続マイナス＊ 

   （注）北海道、東北、中国、 九州については、２００６年１月からそれぞれ札幌、仙台、 
広島、福岡を１０都市に移行したため（２００５年までは６大都市）、連続性の観点 
から２００７年１月からのトレンドとした。 
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Ⅲ．商品別の動き  

 
  主要５品目は、先月まで１３か月連続で全品目がマイナスしていたが、今月は家庭用品が 

０． ９％と２８か月ぶりにプラスとなった。化粧品と生鮮食品が先月より若干落とす動き 
  となったが、その他の品目はすべて改善する結果となった。特に家電が３か月ぶりに、そ 

の他家庭用品が２５か月ぶりにプラスとなった。 
 

 
 

【商品別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 
商品別 売上前年比   寄与度 トレンド 

総額 －３.５ ― ２５か月連続マイナス 

紳士服・洋品 －５.５ －０.４ ２４か月連続マイナス 

婦人服・洋品 －５.２ －１.３ ３３か月連続マイナス 

子供服・洋品 －３.１ －０.１ １９か月連続マイナス 

その他衣料品 －４.２ －０.１ ２５か月連続マイナス 

衣料品 －５.０ －１.９ ３３か月連続マイナス 

身のまわり品 －３.３ －０.４ ３１か月連続マイナス 

化粧品 －３.５ －０.２ １６か月連続マイナス＊ 

美術・宝飾・貴金属 －１.０  ０.０ ３７か月連続マイナス＊ 

その他雑貨 －５.０ －０.２ ２８か月連続マイナス＊ 

雑貨 －３.２ －０.５ ２５か月連続マイナス 

家具 －５.４ －０.１ ２８か月連続マイナス 

家電 ３.５  ０.０ ３か月ぶりプラス 

その他家庭用品 ３.２  ０.１ ２５か月ぶりプラス 

家庭用品 ０.９  ０.０ ２８か月ぶりプラス 

生鮮食品 －２.６ －０.１ １４か月連続マイナス＊ 

菓子 －２.１ －０.２ ６か月連続マイナス＊ 

惣菜 －３.４ －０.２ ２２か月連続マイナス＊ 

その他食料品 －０.７  ０.０ ６か月連続マイナス＊ 

食料品 －２.１ －０.５ １４か月連続マイナス 

食堂喫茶 －６.４ －０.２ ２０か月連続マイナス 

サービス －１０.５ －０.１ １２か月連続マイナス 

その他 －１.４  ０.０ ７か月連続マイナス 

商品券 １１.４  ０.４ ５か月連続プラス 

   （注）化粧品、美術・宝飾・貴金属、その他雑貨、生鮮食品、菓子、惣菜、その他食料品に 
     ついては２００６年１月から細分化したため、２００７年１月からのトレンド 
 

お問い合わせは、日本百貨店協会  森・西田・佐藤まで 
℡ 03－3272－1666 ホームページアドレス http://www.depart.or.jp 


